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令
和
５
年
１２
月
２２
日
、
製
品
評
価
技

術
基
盤
機
構
（
ＮＩＴＥ
）
は
、
「
積
雪
に
よ
る

太
陽
光
発
電
設
備
の
事
故
が
相
次
い
で

お
り
、
特
に
遊
休
地
な
ど
に
設
置
さ
れ
る

低
圧
事
業
用
太
陽
光
設
備
（
出
力
１０

ｋＷ

以
上
５０

ｋＷ
未
満
）
で
そ
の
傾
向
が
強
い
」

と
の
分
析
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
冬

も
既
に
北
海
道
や
日
本
海
側
な
ど
で
大

雪
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な

対
策
を
行
う
よ
う
注
意
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。
低
圧
事
業
用
太
陽
光
設
備
の
積

雪
に
よ
る
破
損
事
故
は
、
事
故
報
告
が
義

務
化
さ
れ
た
２０２１
年
度
は
２９
件
、
２０２２
年
度

は
１４
件
の
計
４３
件
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

同
期
間
の
高
圧
太
陽
光
設
備
（
５０

ｋＷ
以

上
２
ＭＷ
未
満
）
は
２０２１
年
度
で
９
件
、
２０２２
年

度
で
７
件
の
計
１６
件
、
特
別
高
圧
太
陽
光

設
備
（
２
ＭＷ
以
上
）
は
２０２１
年
度
５
件
、
２０２２

年
度
２
件
の
計
７
件
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
低
圧
事
業
用
太
陽
光
の
事
故
報
告
は
、

高
圧
・
特
別
高
圧
の
合
計
件
数
の
約
１.９
倍

に
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
電
設
備
の

出
力
が
小
さ
い
も
の
ほ
ど
積
雪
で
大
き

な
被
害
を
受
け
や
す
い
傾
向
に
あ
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
一
度
の
積
雪
で
全
損
に

至
る
場
合
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

                        

積
雪
が
多
い
地
域
で
は
、
雪
が
堆
積
せ

ず
容
易
に
滑
り
落
ち
る
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
勾
配
や
、
パ
ネ
ル
軒
先
に
雪
が
達
す
る

こ
と
の
な
い
架
台
高
さ
へ
の
設
計
な
ど
、

設
置
前
か
ら
積
雪
を
考
慮
し
た
架
台
の

設
計
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

対
策
を
怠
れ
ば
、
堆
積
し
た
積
雪
な
ど

の
荷
重
に
耐
え
ら
れ
ず
破
損
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
は
破
損
し
て
い
て
も
光
を
受
け

る
と
発
電
し
続
け
る
こ
と
か
ら
、
復
旧
作

業
時
に
は
感
電
・
怪
我
の
リ
ス
ク
に
十
分

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

               

第２５２号 

NPO 法人建築Ｇメンの会 
〒154-0001 

東京都世田谷区池尻 2-2-15-201 

発 行 責 任 者 :理 事 長 大 川 照 夫 

T E L  0 3 - 6 8 0 5 - 3 7 4 1 

F A X  0 3 - 6 8 0 5 - 3 7 1 9

E-Mail jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

Homepage URL 

http://www.kenchiku-gmen.or.jp/ 

設
備
コ
ラ
ム 

太
陽
光
の
積
雪
被
害
、
低
圧
事
業
用

で
多
い
傾
向
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
が
注
意
喚
起 

 

文
責 

副
理
事
長 

田
岡
照
良 

http://www.kenchiku-gmen.or.jp/


（2） 2024 年（令和６年）4 月 26 日   NPO 法人建築Ｇメンの会 会報「楔」第 252号 

欠陥住宅・欠陥建築で悩む人を救い、住宅検査の技術向上を目指すＮＰＯ建築Ｇメンの会  

 

２０２３
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
省
エ
ネ

法
。
法
律
名
も
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の

合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の

転
換
等
に
関
す
る
法
律
」
へ
と
変
わ
り
、

各
事
業
者
は
徹
底
し
た
省
エ
ネ
の
強
化

と
、
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
一
層
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

今
回
、
法
改
正
が
行
わ
れ
た
主
な
目
的

は
次
の
２
つ
で
す
。 

① 

徹
底
し
た
省
エ
ネ
の
継
続 

② 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大 

具
体
的
な
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
説
明
い
た
し
ま
す
。 

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
定

義
見
直
し 

改
正
に
よ
っ
て
、
省
エ
ネ
法
が
定
め
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
定
義
が
見
直
さ
れ
ま

す
。
２０２３
年
３
月
３１
日
ま
で
、
省
エ
ネ
法

で
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
な
る
の
は
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
該
当
す
る
も
の
だ
け
で
し

た
。
そ
れ
が
２０２３
年
４
月
か
ら
は
、
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
加
え
、
太
陽
光
や
風
力
と
い

っ
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
も
省
エ

ネ
法
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
再
エ
ネ
に
含

ま
れ
る
「
水
素
」
や
「
ア
ン
モ
ニ
ア
」
は

石
油
や
石
炭
と
同
じ
よ
う
に
資
源
が
豊

富
な
海
外
か
ら
輸
入
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
無
駄
遣
い
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
と

な
る
の
で
す
。 

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
②
電
気
の
需
給
状
況

の
最
適
化 

こ
れ
ま
で
の
省
エ
ネ
法
で
は
、
政
府
は

「
昼
夜
を
問
わ
ず
、
一
日
の
電
力
使
用
量

を
一
定
に
す
る
こ
と
」
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
今
回
の
改
正
で
は
、
平
準
化

で
は
な
く
「
電
気
需
要
の
最
適
化
」
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
「
電
力
の
供
給
量

に
合
わ
せ
て
電
気
の
使
用
量
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
」
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。 

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
③
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換 

今
ま
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

導
入
す
る
か
ど
う
か
は
、
各
法
人
の
自
主

性
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
改

正
に
よ
り
、
対
象
の
法
人
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
明
確
な
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
「
今
後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ど
う
増
や
し
て
い
く
か
」
と
い
う
中
長
期

計
画
の
作
成
や
、
再
エ
ネ
使
用
状
況
の
定

期
報
告
な
ど
か
必
要
と
な
り
ま
す
。 

省
エ
ネ
法
で
定
め
ら
れ
た
義
務
に
取

り
組
ん
で
い
な
い
、
目
標
を
達
成
す
る
見

込
み
が
な
い
と
み
な
さ
れ
た
場
合
、
企
業

名
の
公
表
や
罰
金
な
ど
の
罰
則
が
設
け

ら
れ
ま
す
。
逆
に
、
省
エ
ネ
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
た
場
合
、
省
エ
ネ
関
連
の
補

助
金
申
請
の
評
価
が
上
が
る
（
太
陽
光
発

電
設
備
の
導
入
費
用
な
ど
）
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

                 

 

一緒に活動しませんか！ 

 

●会員の種類   ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000 円 

消費者正会員 ----- 12,000 円 

一 般 会 員  -----  6,000 円 

団体一般会員 ----- 48,000 円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

会員の種類： 
正会員、消費者正会員、一般会員、団体一般会員の４種あります。「義務と権
利」、「会費」が異なります。 
 
▽正会員 
「正会員」は、会の中核を担う存在で、総会の議決権を持ち、会の目的達成の
ために必要な活動をし、会の運営に携わるものとします。相談等の業務への対
応は消費者正会員を除く「正会員」である必要があります。 
 
▽一般会員 
「一般会員」は「正会員」に比べ賛助会員としての性格を帯びています。もち
ろん積極的な参加もできますが、イベント参加や情報提供だけで良いという方
向けのものです。会社など団体で登録される場合は「団体一般会員」となりま
すが、会社の責任者が別途正会員になる必要があります。また、団体一般会員
であることを宣伝したり、名刺等に表記できません。 
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が
け
に
接
す
る
建
築
物
の
制
限 

 

が
け
の
近
く
に
建
築
物
を
建
て
る
場

合
、
建
築
物
そ
の
も
の
が
適
法
で
あ
っ
て

も
、
周
辺
の
状
況
に
よ
っ
て
は
建
築
物
が

多
大
な
被
害
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

建
築
基
準
法
第
19
条
第
４
項
で
「
建
築
物

が
が
け
崩
れ
等
に
よ
る
被
害
を
受
け
る

お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
擁
壁

の
設
置
そ
の
他
安
全
上
適
当
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、
建
築
基
準
法

で
は
な
く
、
各
都
道
府
県
の
建
築
基
準
条

例
な
ど
で
定
め
て
い
ま
す
。
が
け
対
策
も
、

も
ち
ろ
ん
建
築
確
認
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

条
例
に
よ
る
が
け
対
策
は
、
一
般
的
に

は
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
の
技
術

的
基
準
を
参
考
と
し
て
い
ま
す
が
、
対
象

と
な
る
が
け
の
高
さ
や
措
置
は
都
道
府

県
で
異
な
る
た
め
、
申
請
地
の
条
例
の
内

容
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

基
礎
を
利
用
す
る
場
合
も 

ま
た
、
建
物
の
配
置
計
画
に
よ
っ
て
は
、

建
築
物
と
一
体
の
措
置
が
必
要
に
な
る

な
ど
、
建
物
の
構
造
に
か
か
わ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
が
け
面
の
地
質
や
保
護

状
況
、
既
に
擁
壁
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い

る
場
合
は
既
存
擁
壁
の
安
全
性
の
確
認

も
必
要
で
す
。 

建
物
を
が
け
上
、
が
け
下
に
建
て
る
か

で
措
置
も
変
わ
っ
て
く
る
場
合
が
多
い

で
す
。
一
般
的
に
は
が
け
下
に
建
築
す
る

場
合
は
が
け
側
に
擁
壁
を
設
け
る
が
、
横

浜
市
の
場
合
は
基
礎
を
立
ち
上
げ
て
擁

壁
の
機
能
を
持
た
せ
る
よ
う
定
め
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
擁
壁
の
工
作
物
申
請
も
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
高
さ
が
２
ｍ
を
超
え
る

擁
壁
を
つ
く
る
場
合
に
は
工
作
物
の
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
建
築
物
の
確
認

申
請
と
の
前
後
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
手

続
き
に
１
～
３
週
間
の
期
間
を
見
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

関
連
条
文 

敷
地
の
衛
生
お
よ
び
安
全 

（
建
築
基
準
法
第
１
９
条
第
４
項
） 

４ 

建
築
物
が
が
け
崩
れ
等
に
よ
る
被

害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
お

い
て
は
、
擁
壁
の
設
置
そ
の
他
安
全
上
適

当
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

擁
壁
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
１４２
条
第

１
項
） 

 

第
１３８
条
第
１
項
に
規
定
す
る
工
作
物

の
う
ち
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
擁
壁
（
中

略
）
に
関
す
る
（
中
略
）
技
術
的
基
準
は
、

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
構
造
方

法
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
に
擁
壁
の

破
壊
お
よ
び
転
倒
を
防
止
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が

定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
こ
と
と
す

る
。 

一 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
石
造
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
腐
食
し
な
い
材
料

を
用
い
た
構
造
と
す
る
こ
と
。 

二 

石
造
の
擁
壁
に
あ
っ
て
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
用
い
て
裏
込
め
し
、
石
と
石
と

を
十
分
に
結
合
す
る
こ
と
。 

三 
擁
壁
の
裏
面
の
排
水
を
良
く
す
る

た
め
、
水
抜
穴
を
設
け
、
か
つ
、
擁
壁
の

裏
面
の
水
抜
穴
の
周
辺
に
砂
利
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
詰
め
る
こ
と
。 

四
～
五
（
省
略
） 

 

が
け
（
東
京
都
建
築
安
全
条
例
第
６
条
） 

 

こ
の
条
に
い
う
が
け
高
と
は
、
が
け
下

端
を
過
ぎ
る
２
分
の
１
こ
う
配
の
斜
線

を
こ
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
が
け
下
端
よ

り
そ
の
最
高
部
ま
で
の
高
さ
を
い
う
。 

２ 

高
さ
２
ｍ
を
超
え
る
が
け
の
下
端

か
ら
の
水
平
距
離
が
が
け
高
の
２
倍
以

内
の
と
こ
ろ
に
建
築
物
を
建
築
し
、
ま
た

は
建
築
敷
地
を
造
成
す
る
場
合
は
、
高
さ

２
ｍ
を
超
え
る
擁
壁
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。 

一
～
三 

（
省
略
） 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
擁
壁

の
構
造
は
、
令
第
１４２
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
ほ
か
、
土
の
摩
擦
角
が
30
度
以
下

（
土
質
が
堅
固
で
支
障
が
な
い
場
合
は
、

45
度
以
下
）
で
あ
っ
て
、
基
礎
と
地
盤
と

の
摩
擦
係
数
が
0.3
以
下
（
土
質
が
良
好
で

支
障
が
な
い
場
合
は
、
0.5
以
下
）
の
場
合

に
も
安
全
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
以
下
省
略
） 

   

消
費
者
も
知
っ
て
お
く
べ
き 

建
築
基
準
法
ア
ラ
カ
ル
ト 

20 

 

文
責 

副
理
事
長 

田
岡
照
良 
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【
ポ
イ
ン
ト
】 

擁
壁
（
工
作
物
）
は
、
高
さ
が
２
ｍ
で
、

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。 

擁
壁
は
、
そ
こ
に
建
つ
建
物
及
び
人
の

生
命
に
か
か
わ
る
重
要
な
工
作
物
で
す
。 

「
２
ｍ
以
下
な
ら
申
請
を
す
る
必
要

が
な
く
材
料
に
も
規
定
が
な
い
」
と
言
っ

て
「
建
築
基
準
法
施
行
令
第
１４２
」
を
守
ら

な
い
こ
と
を
進
め
る
技
術
者
も
い
ま
す
。 

擁
壁
は
、
上
下
だ
け
で
な
く
左
右
の
接

す
る
土
地
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

「
擁
壁
の
外
側
の
敷
地
は
関
係
な
い
」

と
言
う
技
術
者
も
い
ま
す
。 

工
事
に
は
多
額
の
費
用
が
発
生
し
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
安
価
に
造
り
た
い

と
い
う
の
は
判
り
ま
す
が
、
人
の
生
命
に

勝
る
重
要
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
は
一
技
術
者
と
し
て
、
２
ｍ
以
下
の

擁
壁
で
あ
ろ
う
が
、
基
準
に
沿
っ
た
擁
壁

を
構
築
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

総
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
の
お
知
ら
せ 

▽
日
時 

２
０
２
４
年
５
月
25
日
（土
） 

 
 

  

13
時
～
15
時
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
） 

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
オ
ン
ラ
イ

ン
）
に
よ
る
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

正
会
員
の
皆
さ
ま
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
ご
出
席
を

お
願
い
し
ま
す
。 

  
□

2024
年
度
研
修
会
日
程 

2024
年
度
研
修
会
は
左
記
の
日
程
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 

 第
１
回 

９
月
７
日
（土
）午
後 

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修 

第
２
回 

11
月
16
日
（
土
）
午
後 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
に
て
開
催 

第
３
回 

２
月
８
日
（土
）午
後 

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

下
水
道
の
役
割
そ
の
１
は
、
美
し
い
自

然
の
風
景
と
綺
麗
な
川
や
海
を
守
る
こ

と
で
す
。 

み
な
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
る
油
を
含

ん
だ
生
活
排
水
や
工
業
廃
水
は
下
水
管

を
使
用
し
て
一
旦
集
め
、
綺
麗
に
し
て
海

や
川
に
流
し
て
い
ま
す
。
1980
年
代
に
は
３

割
だ
っ
た
普
及
率
も
2001

年
に
は
６
割
に

な
り
、
そ
の
数
値
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
海
や
川
も
き
れ
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
川
で
蛍
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
も
下
水

道
の
効
果
で
す
。 

下
水
道
の
役
割
そ
の
２
は
、
生
活
環
境

の
改
善
と
流
行
病
の
抑
止
な
ど
で
す
。 

半
面
、
下
水
道
に
よ
る
事
故
も
あ
り
ま

す
。
道
路
が
陥
没
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ

で
す
。 

下
水
道
は
現
代
生
活
に
不
可
欠
な
も

の
で
す
の
で
、
少
し
で
も
関
心
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。 

下
水
道
の
使
用
年
数
は
限
界
に
近
づ

い
て
い
ま
す
の
で
、
身
の
回
り
で
異
常
を

感
じ
た
場
合
は
、
近
づ
か
ず
早
め
に
関
係

各
所
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

（
Ｔ
・
Ｔ
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